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1 1 月 保 健 事 業 日 程
月日 曜日 事　　業　　名 対　　　象　　　者 実　施　場　所 使　用　室 受付時間

11/10 木 3 歳児健診 H20.6.25 生まれ〜 H20.7.20 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室・幼児室 13:30 ～ 14:15

11/13 日 あがりティーダウォーキング 関心のある方 あがりティーダ公園   8:00 ～

11/17 木 1 歳半健診 H22.3.13 生まれ〜 H22.4.11 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 ～ 14:15

11/24 木 ポリオ 3 ヶ月〜 7 歳半 中央公民館 ホール 13:45 ～ 15:00

11/27 日 乳児健診（午前） H22.12.2 生まれ〜 H23.2.21 生まれ 社会福祉センター 全館 9:00 ～ 10:30

11/27 日 乳児健診（午後） H23.6.27 生まれ〜 H23.8.26 生まれ 社会福祉センター 全館 13:00 ～ 14:30

11/28 月 BCG 3 ヶ月〜 6 ヶ月未満 沖縄県総合保健協会 15:30 ～ 16:00

11/30 水 ベビースクールⅠ H23.6.7 生まれ〜 H23.8.1 生まれ 中央公民館 調理・和室 13:30 ～

12/1 木 2 歳児歯科健診 H21.6.3 生まれ〜 H21.9.2 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 ～ 15:00

12/4 日 住民健診 未受診者 中央公民館 ホール   9:00 ～ 10:00

12/7 水 ベビースクールⅡ H23.6.7 ～ H23.8.1 生まれ 社会福祉センター 大広間 13:30 ～

12/8 木 3 歳児健診 H20.7.21 生まれ〜 H20.8.15 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室・幼児室 13:30 ～ 14:15

12/11 日 あがりティーダウォーキング 関心のある方 あがりティーダ公園   8:00 ～

目指せイクメン！
目指せイクメン！パパの子育てを考えよう♪                   　共催企画パパの子育てを考えよう♪                   　共催企画パパの子育てを考えよう♪                   　共催企画西原町・

　日本人女性 2人目で初のママさん宇宙飛行士の山崎直子さ
んの夫、山崎大地さん（写真）を招いた講演会（お父Ring
沖縄･西原町主催）が 9月 4日、町中央公民館で開催され、
200名近くが参加しました。家族を支えるために会社を退職
し、子育てや介護に取り組んだ経験、夫婦の確執や離婚問題
などの苦労を語り、自身が感じた思いや社会への提案などを
語りました。
　大地さんは宇宙管制官を目指して訓練していた折に、宇宙
飛行士を目指す直子さんと出会い結婚。出産後、直子さんの
海外訓練が増え、｢気付けば家庭は父子家庭状態。仕事と育児
と親の介護の両立が困難になり、うつ病を患うほど深刻に悩
んだ｣そうです。｢離婚調停や裁判なども経験したが、もう一
度前向きにやり直そうという結論に達した。直子が宇宙に飛
び立つ日は、それまでの苦労を思い出して『終わった』とい
う達成感とともにやっと嬉しさがこみ上げてきた。｣と当時の
苦労を振りかえりました。

　子育てや介護に取り組む姿勢を親から学ん
だという大地さん。｢子育てや介護をする両親
を見てきたから、自然とそれを実践できた。
それらは親から子へ受け継がれていくもの。｣と持論を語りまし
た。また、｢日本の男性は仕事の比重が大きい。仕事と家庭のバ
ランスを取るには、会社や上司が個人を尊重することが必要。｣
と提案。｢『ママさん○○』とか『イクメン』という言葉が古い
と言われる時代になれば｣と結びました。
　講演会の最後に、妻の山崎直子さんがテレビ電話で特別出演
し、｢以前沖縄で、一生懸命がんばっていればどうにかなるとい
う意味の『なんくるないさ』
という言葉に勇気付けられた。
男の方も女の方も『なんくる
ないさ』で自分の人生を大事
に歩んでいってください。｣と
来場者にエールを送りました。

 父親が変われば、社会が変わる！―イクメンプロジェクトリーダーの安藤哲也さん講演会― 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　父親の子育てをテーマにしたイベント ｢お父 Ring 大会 in 西原町｣（お父 Ring 沖縄･西原
　　　　　　　　　　　　　　　　　　町主催）が 10 月 1 日、2 日に開催され、多くの親子連れが参加しました。1 日は町立図書館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とさざなみ保育園を会場に、絵本の読み聞かせバンド｢パパ ’ｓ絵本プロジェクト｣が絵本ライ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ブを開催。絵本の文章をオリジナルの音楽に乗せて歌いあげ、参加した子どもたちは、楽し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いライブに大盛り上がりでした。
　    　　　　　　　　　　　　　　　　　2日は厚生労働省イクメンプロジェクトリーダーでＮＰＯ法人ファザーリングジャパン代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表の安藤哲也さんを講師に迎え、｢パパの極意っ！仕事も育児も楽しむ生き方～｣と題した講演
会が開催されました。安藤さんは｢父親は時間を仕事に取られ、子育てに参加できない。気付い
たら子どもとの向き合い方が分からなくなる。｣と社会の問題を指摘し、 ｢父親は社会人として合
理的に仕事をして、子育て時間を有効に使える社会を目指そう。｣ と呼びかけました。また、夫
婦のコミュニケーションについて｢家族の目標を語り合い、がんばっている妻には『がんばっ
て“いる”ね！』と声をかけて。｣とアドバイスしました。講演の最後には｢子育ては子どもが小
さいうちにしかできない期間限定のプロジェクト。期間限定の子育てを楽しもう。｣ とメッセー
ジを送りました。講演の後にはパパ ’ｓ絵本プロジェクトとお父 Ring 沖縄のメンバーがトーク
セッションを行い、それぞれが子育てで意識することや実践していることを紹介しました。

宇宙飛行士の妻と子、親を支え続けて―日本初のママさん宇宙飛行士の夫、山崎大地さん講演会―

　平成 23 年度北東北総体 ( 全国高等学校総合体育大会 ) のなぎなた競技
が秋田県大仙市で開催され、本町在住の高校生が活躍しました。個人演技
で玉那覇梨奈さん ( 知念高校 3 年 ) と小谷夏季さん ( 同 3 年 ) が 3 位、玉
那覇さんは個人試合でも 3 位に入賞しました。また団体試合では、砂川佳
奈子さん ( 同 3 年 )、玉那覇葉月さん ( 同１年 ) が玉那覇 ( 梨 ) さんと小
谷さんとともに知念高校のメンバーとして挑み、3 位入賞を果たしました。
玉那覇 ( 梨 ) さんは大会を振り返り ｢優勝を逃し、自分に足りないものを
感じた。これを糧に、これからもがんばりたい。｣ と力強く語りました。

西原のお家芸なぎなた、全国で躍動

　身体障害者に対する認識を深め、社会参加の促進に寄
与することを目的に、「第 47 回沖縄県身体障害者スポー
ツ大会」が 9 月 11 日、県総合運動公園などで開催されま
した。西原町身体障害者協会（大城清会長）からは 12 名
が出場、各競技で奮闘しました。大会の開会式では、南
部福祉地区チームの団長として渡久山勇さん ( 町身体障
害者協会副会長 ) が ｢スポーツを通して交流を深め、一
生懸命楽しく競技することを誓います。｣ と力強く選手宣
誓を行いました。

沖縄県障害者スポーツ大会で、町民が奮闘

子どもサークルが三線で好成績
　子ども三線サークル「ひやみかち」（指導者、當間清子さん）
に通う子どもたちが、7 月 3 日に那覇市民会館で開催され
た「第 15 回野村流伝統音楽協会発表会」で優秀な成績を
修めました。子どもたちは日ごろから町中央公民館などで
練習を重ね、喜屋武琴弓（西原南小６年）さんと神谷実希（西
原小６年）さんたちが最高賞に輝いたほか、3 名が優秀賞、4
名が新人賞を受賞し
ました。神谷さんは

「一番難しい曲だっ
たのでドキドキした
けど、嬉しい。」と
喜びを語りました。

西原町で初めて｢テニスの日｣
イベントが開催

　9 月 23 日の「テニスの日」にちなんで、「テニスの日」
記念イベント（町テニス協会主催 ･ 町教育委員会後援）が
同日、西原町民テニスコートで開催されました。イベント
では初心者対象のテニス教室や交流親睦試合などが催さ
れ、午前に行われたテニス教室では 16 名が参加。覚野裕
之 ( かくのひろゆき ) さん（日本体育協会 C 級指導員）の
指導のもと、ラケットの握り方やフォームなど、テニスの
基本を教わりました。
午後の交流親睦試合で
は、小中学生 25 名と
一 般 20 名 が 参 加 し、
テニスを通じて交流を
深めました。


